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田
中
直
吉
監
修

金
　
正
明
　
編

『
日
韓
外
交
資
料
集
成
・
第
三
巻
』

最
近
根
本
資
料
の
公
開
に
伴
つ
て
日
本
に
お
け
る
外
交
史
研
究
が
盛
ん
に
な

つ
て
来
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
．
従
来
日
本
外
交
史
の
研
究
者
に
と
つ

　
　
　
紹
介
と
批
評

て
最
大
の
悩
み
は
、
政
府
に
よ
る
外
交
文
書
の
非
公
開
に
あ
つ
た
。
昭
和
十
一

年
か
ら
よ
う
や
く
刊
行
さ
れ
は
じ
め
た
「
日
本
外
交
文
書
」
（
当
時
は
「
大
日
本

外
交
文
書
」
）
も
終
戦
時
に
は
明
治
九
年
時
に
至
っ
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。

　
日
韓
関
係
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
殊
に
日
韓
併
合
の
関
係
も
あ
つ
て
戦
前
に

お
い
て
は
極
端
な
秘
密
主
義
が
と
ら
れ
、
故
田
保
橋
潔
教
授
の
大
著
「
近
代
日

鮮
関
係
の
研
究
上
・
下
巻
」
（
昭
和
一
五
年
）
も
日
、
清
、
韓
の
政
府
記
録
1

し
か
も
日
本
政
府
の
記
録
は
著
者
個
人
の
蒐
集
に
な
る
も
の
で
当
該
官
庁
の
文

書
を
利
用
し
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
ー
を
駆
使
し
た
が
た
め
に
市
販
を
禁
じ

ら
れ
た
程
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
戦
前
に
お
い
て
利
用
し
得
る
日
韓
関
係
の

根
本
資
料
は
、
伊
藤
博
文
編
「
秘
書
類
纂
・
朝
鮮
交
渉
資
料
」
（
昭
和
一
一
年
）
、

吉
野
作
造
編
「
明
治
文
化
全
集
・
外
交
篇
」
（
昭
和
二
年
）
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ

と
て
多
く
の
資
料
が
削
除
さ
れ
た
り
、
伏
字
と
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
戦

後
、
外
務
省
外
交
文
書
室
に
お
い
て
「
日
本
外
交
文
書
」
編
纂
の
事
業
は
着
々

と
続
け
ら
れ
、
昭
和
三
十
七
年
末
で
ほ
ぽ
明
治
時
代
が
完
結
し
た
が
、
戦
災
等

に
よ
る
外
務
省
記
録
の
焼
失
等
で
そ
れ
と
て
完
全
と
は
い
い
難
く
、
よ
り
精
密

な
日
韓
関
係
の
資
料
の
発
掘
が
待
た
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
こ
こ
に
紹

介
す
る
「
日
韓
外
交
資
料
集
成
・
第
三
巻
」
は
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
餓
え
を

い
さ
さ
か
で
も
満
す
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
金
正
明
氏
の
編
、
田
中
直
吉
教
授
の
監
修
に
な
る
。
金
氏
は
明
治
大

学
卒
業
後
、
同
大
学
大
学
院
の
修
士
、
博
士
課
程
を
修
了
さ
れ
た
国
際
政
治

学
、
国
際
政
治
史
を
専
攻
す
る
青
年
学
究
で
あ
り
、
神
川
彦
松
博
士
の
研
究
室

の
助
手
と
し
て
日
韓
関
係
に
造
詣
が
深
い
。
田
中
教
授
は
国
際
政
治
史
、
外
交

史
の
専
門
家
と
し
て
夙
に
著
名
で
あ
り
、
更
め
て
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
　
　
（
三
五
三
）



紹
介
と
批
評

ろ
う
。

　
次
に
本
書
の
構
成
と
特
色
に
つ
い
て
述
べ
る
．
本
書
は
、
明
治
＋
七
年
の
甲

申
事
変
と
翌
十
八
年
に
艮
清
間
に
締
結
さ
れ
た
天
津
条
約
に
関
連
あ
る
外
務
省

当
局
と
出
先
機
関
の
往
復
電
報
と
両
事
件
に
関
す
る
文
書
が
そ
れ
ぞ
れ
甲
申
事

変
編
、
天
津
条
約
編
と
し
て
収
め
ら
れ
、
附
録
と
し
て
九
つ
の
書
簡
が
含
ま

れ
、
巻
末
に
当
時
の
日
韓
関
係
に
つ
い
て
解
説
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
勿
論
中

心
を
な
す
も
の
は
甲
申
事
変
編
、
天
津
条
約
編
の
往
復
電
報
、
文
書
で
あ
り
、

前
編
に
は
七
〇
、
後
編
に
は
七
八
の
資
料
が
着
信
日
付
順
で
収
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
「
日
本
外
交
文
書
」
十
七
巻
、
十
八
巻
、
前
記
「
秘
書

類
纂
・
朝
鮮
交
渉
資
料
」
、
「
明
治
文
化
全
集
・
外
交
篇
」
と
重
複
す
る
資
料
も

あ
る
が
、
全
く
今
日
迄
未
発
表
で
あ
つ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目

に
値
す
る
。
「
秘
書
類
纂
」
等
の
文
書
の
誤
り
が
訂
正
さ
れ
た
こ
と
に
も
価
値

は
あ
る
が
、
未
知
の
文
書
の
発
掘
、
掲
載
に
本
書
の
意
味
が
あ
る
．
な
ん
と
な

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
未
発
表
文
書
の
公
開
に
よ
つ
て
従
来
不
明
と
さ
れ
て
い
た
点

で
明
ら
か
に
な
る
所
が
少
く
な
い
か
ら
で
あ
る
．
気
付
か
れ
る
箇
所
と
事
項
を

二
、
三
述
べ
て
見
よ
う
。

　
第
一
は
、
文
書
番
号
一
、
明
治
十
七
年
十
一
月
二
十
八
日
付
吉
田
外
務
大
輔

ヨ
リ
井
上
外
務
卿
宛
電
報
「
朝
鮮
党
派
ノ
軋
礫
二
関
シ
竹
添
公
使
へ
訓
令
ノ

件
」
（
三
頁
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
．
本
文
書
は
竹
添
進
一
郎
駐
韓
公
使
が
、
伊

藤
参
議
、
井
上
外
務
卿
宛
に
対
韓
策
と
し
て
甲
案
（
独
立
党
を
援
助
し
て
内
乱

を
起
さ
せ
る
と
い
う
積
極
案
）
と
乙
案
（
清
国
と
の
協
調
を
主
と
し
独
立
党
を
抑
え

る
消
極
案
）
を
機
密
公
信
で
示
し
、
こ
れ
に
対
し
吉
田
、
伊
藤
が
協
議
の
上
十

一
月
二
十
八
日
付
で
乙
案
を
可
と
す
る
と
回
訓
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
書
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
　
　
　
（
三
五
四
）

一
部
前
記
「
秘
書
類
纂
・
朝
鮮
交
渉
資
料
」
に
も
載
つ
て
い
る
が
、
全
文
が
発

表
さ
れ
た
た
め
、
文
書
二
、
明
治
十
七
年
十
二
月
三
日
発
井
上
外
務
卿
ヨ
リ
吉

田
外
務
大
輔
宛
電
報
「
竹
添
公
使
宛
訓
令
二
関
シ
回
答
ノ
件
」
（
七
頁
）
（
本
文
書

は
「
朝
鮮
交
渉
資
料
」
に
も
全
文
収
録
）
と
の
結
び
つ
き
が
解
り
、
当
時
山
口
に

帰
省
中
で
あ
つ
た
井
上
外
務
卿
に
竹
添
の
二
案
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
た
が
、

井
上
の
返
事
を
待
た
ず
乙
案
採
用
を
可
と
し
て
訓
令
を
発
し
、
井
上
に
は
事
後

報
告
し
、
井
上
も
ま
た
乙
案
採
用
に
賛
成
で
あ
つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
．
こ
れ

は
田
保
橋
教
授
の
い
わ
れ
る
「
在
山
口
井
上
外
務
卿
の
同
意
を
得
た
上
、
十
一

月
二
十
八
日
…
…
竹
添
公
使
に
電
訓
し
た
」
と
の
説
を
．
覆
す
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
は
文
書
番
号
一
九
、
明
治
十
七
年
十
二
月
十
九
日
在
上
海
安
藤
領
事
ヨ

リ
井
上
外
務
卿
宛
電
報
「
仏
国
ト
同
盟
ス
ヘ
キ
様
仏
国
公
使
ヨ
リ
申
出
ノ
件
」

（
四
二
頁
）
お
よ
び
文
書
番
号
二
〇
、
翌
二
十
日
同
領
事
ヨ
リ
同
外
務
卿
宛
電
報

「
仏
国
公
使
ノ
同
盟
説
二
関
ス
ル
件
」
（
四
三
頁
）
に
よ
り
、
従
来
臆
測
の
域
を

出
な
か
つ
た
清
仏
戦
争
時
（
明
治
一
七
年
～
一
八
年
）
に
お
け
る
日
仏
同
盟
説

を
根
拠
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
で
あ
る
。
安
藤
領
事
の
電
報
は
次
の
よ
う

で
あ
る
。
「
仏
国
公
使
同
盟
ノ
発
議
ハ
仏
国
政
府
ヨ
リ
出
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
旨
同

公
使
二
於
テ
断
言
シ
：
・
…
」
（
文
書
一
九
）
、
「
昨
夜
発
拙
電
（
文
書
一
九
を
指
す

ー
池
井
）
ノ
詳
細
ハ
左
ノ
如
シ
仏
公
使
云
ク
日
本
ハ
財
政
困
難
ノ
故
ヲ
以
テ
清

国
政
府
ト
戦
争
ス
ル
ノ
カ
ナ
カ
ル
ヘ
シ
果
シ
テ
然
ラ
ハ
仏
国
政
府
ハ
直
チ
ニ
同

盟
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
日
本
ノ
為
メ
ニ
巴
里
ニ
テ
最
モ
便
利
ナ
ル
方
法
ヲ
以
テ
公
債

ヲ
募
ル
事
二
力
ヲ
尽
ス
ヘ
シ
」
（
文
書
二
〇
）
。
井
上
外
務
卿
の
清
仏
戦
争
に
対

す
る
態
度
は
厳
正
中
立
で
あ
つ
て
、
こ
の
誘
い
に
は
乗
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る

が
、
フ
ラ
ン
ス
が
対
清
作
戦
上
日
本
の
協
力
を
求
め
、
そ
の
代
償
に
戦
費
は
フ



ラ
ン
ス
に
お
い
て
低
利
で
日
本
の
募
債
に
応
ず
る
こ
と
を
打
出
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

　
第
三
に
は
、
文
書
番
号
四
二
、
明
治
十
七
年
十
二
月
二
十
七
日
付
三
条
太
政

大
臣
ヨ
リ
井
上
特
派
大
使
宛
電
報
「
我
ハ
朝
鮮
ノ
独
立
ヲ
認
メ
日
清
双
方
撤
兵

ノ
訴
ヲ
談
ス
ヘ
シ
」
（
二
五
頁
）
に
よ
つ
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
判
明
す
る
。

本
文
書
は
、
＋
二
月
四
日
に
発
生
し
た
甲
申
事
変
に
対
し
て
、
日
本
政
府
は
井

上
外
務
卿
自
ら
を
特
派
全
権
大
使
と
し
て
朝
鮮
に
派
遣
し
、
清
国
と
協
議
さ
せ

る
に
決
し
、
井
上
が
渡
鮮
の
途
中
三
条
太
政
大
臣
に
宛
て
た
対
韓
策
に
対
す
る

三
条
の
返
電
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
．
「
足
下
ヨ
リ
伊
藤
ヘ

ノ
電
信
ヲ
接
収
シ
朝
鮮
ノ
独
立
不
独
立
二
付
内
閣
ノ
会
議
ヲ
開
キ
再
応
ノ
細
議

ヲ
尽
セ
リ
従
来
ノ
関
係
二
依
リ
我
二
在
テ
ハ
独
立
ヲ
認
メ
サ
ル
ヲ
得
ス
故
二
足

下
挽
程
二
際
シ
附
与
シ
タ
ル
訓
令
ノ
意
二
基
キ
支
那
使
節
ト
ノ
談
判
ハ
善
後
ノ

手
段
ヲ
尽
シ
双
方
兵
ヲ
引
払
フ
事
ヲ
談
シ
彼
レ
属
国
ノ
理
由
ヲ
主
張
シ
之
ヲ
肯

セ
サ
ル
ニ
於
テ
ハ
我
ハ
其
論
旨
ヲ
容
レ
ス
シ
テ
双
方
兵
ヲ
駐
ム
ル
ノ
結
局
二
至

ル
ノ
外
ナ
シ
此
ノ
他
ノ
問
題
二
至
テ
ハ
予
メ
測
知
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ノ
情
ア
ル
ヲ

以
テ
実
地
二
就
キ
臨
機
ノ
処
分
ハ
之
ヲ
足
下
二
委
任
ス
ヘ
シ
」
。
こ
の
「
伊
藤

ヘ
ノ
電
信
」
は
今
日
見
当
ら
な
い
が
、
井
上
の
意
見
は
文
書
番
号
三
九
、
明
治

十
七
年
十
二
月
二
十
六
日
付
井
上
特
派
大
使
ヨ
リ
三
条
太
政
大
臣
宛
書
翰
「
将

来
ノ
朝
鮮
政
略
二
関
シ
閣
議
決
定
方
ノ
件
」
（
一
〇
三
頁
）
に
「
今
度
ノ
事
件
二

付
如
何
ナ
ル
場
合
二
在
テ
モ
単
二
平
穏
ノ
ミ
ヲ
主
眼
ト
セ
ハ
其
結
局
ノ
策
ハ
朝

鮮
独
立
ノ
儀
ヲ
吾
ヨ
リ
相
止
メ
清
国
へ
向
ッ
テ
属
邦
論
ヲ
進
メ
テ
朝
鮮
二
対
ス

ル
損
害
処
分
ヲ
清
国
二
求
ム
ル
ノ
外
手
筈
ナ
カ
ル
ヘ
シ
如
此
不
充
分
ナ
ル
局
ヲ

結
ヒ
遂
二
姑
息
二
失
ス
ル
ノ
憂
ヲ
残
ス
ハ
実
二
為
ス
ヲ
屑
ト
ナ
サ
サ
ル
所
二
可

　
　
　
紹
介
と
批
評

有
之
候
右
二
就
テ
ハ
後
来
朝
鮮
二
対
ス
ル
我
政
略
ハ
猶
其
独
立
ヲ
保
助
ス
ル
ノ

主
義
二
基
キ
其
計
画
ヲ
施
ス
ヘ
キ
ヤ
又
ハ
此
主
義
ヲ
拡
棄
シ
後
来
該
国
ノ
独
立

如
何
二
関
セ
ス
支
那
政
府
ノ
為
サ
ン
ト
欲
ス
ル
所
二
一
任
ス
ヘ
キ
ヤ
此
両
点
ハ

実
二
事
変
ノ
基
因
ナ
レ
ハ
拙
者
談
判
結
局
ノ
際
将
来
其
政
略
ノ
進
退
ヲ
定
ム
ル

為
メ
其
方
向
ヲ
確
定
シ
置
ヘ
キ
ハ
実
二
至
緊
至
要
ノ
義
ニ
テ
其
方
向
一
定
不
相

成
間
ハ
拙
者
起
行
政
兼
候
間
既
二
電
信
ニ
テ
申
進
候
通
リ
速
カ
ニ
廟
議
ヲ
尽
サ

レ
勅
裁
ヲ
経
テ
御
通
知
有
之
度
深
ク
企
望
致
シ
候
」
と
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
文

書
に
よ
り
従
来
明
ら
か
で
な
か
つ
た
渡
韓
に
際
し
て
の
井
上
の
対
策
と
、
閣
議

の
決
定
と
の
関
連
が
つ
か
め
る
。

　
第
四
は
以
上
述
べ
て
来
た
こ
と
と
、
文
書
番
号
七
〇
、
明
治
十
八
年
一
月
三

十
一
日
付
井
上
外
務
卿
ヨ
リ
近
藤
駐
韓
臨
時
代
理
公
使
宛
公
信
「
事
変
ノ
原
因

及
我
対
韓
策
二
関
ス
ル
件
」
（
二
〇
九
頁
）
か
ら
普
遍
し
て
、
従
来
欧
米
に
は
卑

屈
な
ま
で
の
礼
譲
を
以
て
し
、
清
、
韓
に
対
し
て
強
硬
論
を
唱
え
て
い
た
と
見

ら
れ
る
井
上
が
、
案
外
韓
国
に
対
し
て
も
強
硬
態
度
を
以
て
臨
む
べ
き
で
な
い

と
考
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
…
…
事
変
二
関
シ
我
事
迩

ト
我
政
略
ト
ニ
依
リ
観
察
ヲ
下
ス
ト
キ
ハ
前
述
ノ
如
ク
我
政
府
ノ
位
置
ハ
実
二

困
難
ニ
シ
テ
デ
レ
ケ
ー
ト
ナ
ル
モ
ノ
ニ
付
　
理
上
二
於
テ
モ
彼
レ
是
レ
ノ
事
情

ヲ
酌
量
シ
朝
鮮
政
府
二
対
シ
テ
ハ
成
ル
可
ク
其
要
求
ヲ
寛
減
シ
一
ハ
以
テ
我
政

府
政
略
ノ
事
変
以
前
二
異
ナ
ル
ナ
キ
ヲ
示
シ
一
ハ
以
テ
内
外
二
対
シ
我
公
使
ノ

兇
党
二
関
係
ヲ
有
セ
サ
ル
事
実
ヲ
表
明
ス
ル
モ
ノ
ニ
有
之
候
間
此
書
二
就
キ
我

　
理
ノ
政
策
如
何
ヲ
御
了
解
可
被
成
候
也
」
。
こ
の
近
藤
臨
時
代
理
公
使
宛
公

信
は
井
上
の
対
韓
方
策
を
知
る
上
に
お
い
て
興
味
深
い
。

　
以
上
甲
申
事
変
編
の
文
書
に
つ
い
て
気
付
か
れ
る
点
を
若
干
挙
げ
て
み
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
　
　
（
三
五
五
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

天
津
条
約
編
に
つ
い
て
は
特
に
今
回
発
表
さ
れ
た
と
い
う
文
書
は
見
当
ら
な
い

が
、
「
秘
書
類
纂
」
等
の
誤
り
を
直
し
、
関
係
資
料
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
も
本
編
の
価
値
は
あ
る
。

　
し
か
し
紙
数
の
関
係
か
ら
か
、
貴
重
な
文
書
で
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が

若
干
あ
る
の
は
残
念
で
あ
る
。
例
え
ば
「
日
本
外
交
文
書
」
十
七
巻
に
『
明
治

＋
七
年
甲
申
朝
鮮
京
城
事
変
始
末
書
』
が
あ
る
が
、
こ
の
文
書
が
『
朝
鮮
京
城

事
変
始
末
書
』
の
前
半
の
部
分
の
み
で
肝
心
の
部
分
が
な
い
点
か
ら
、
外
交
文

書
の
不
足
を
補
う
た
め
に
も
こ
れ
を
取
上
げ
て
い
た
だ
き
た
か
つ
た
こ
と
、
ま

た
山
辺
健
太
郎
氏
が
発
見
さ
れ
、
既
に
そ
れ
を
用
い
て
論
文
を
も
書
か
れ
た

（
『
日
清
天
津
条
約
に
つ
い
て
』
ア
ジ
ア
研
究
七
巻
二
号
）
写
本
『
朝
鮮
交
渉
事

件
録
』
を
紹
介
し
て
い
た
だ
ぎ
た
か
つ
た
こ
と
、
こ
れ
は
「
朧
を
得
て
蜀
を
望

む
」
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
次
の
機
会
に
お
考
え
置
き
い
た
だ
き
た
い
。

　
附
録
に
は
伊
藤
博
文
よ
り
井
上
馨
宛
、
同
黒
田
清
隆
宛
．
井
上
角
五
郎
よ
り

井
上
馨
宛
各
書
翰
と
、
榎
本
武
揚
よ
り
井
上
馨
宛
報
告
（
黒
田
家
文
書
）
の
計

九
つ
の
文
書
が
収
め
ら
れ
、
明
治
十
六
年
に
遡
つ
て
日
仏
同
盟
に
つ
い
て
駐
清

英
、
仏
両
公
使
と
榎
本
駐
清
公
使
の
対
話
の
模
様
等
を
知
り
得
る
．

　
巻
末
の
＋
二
ぺ
ー
ジ
に
わ
た
る
解
説
は
、
壬
午
の
変
後
か
ら
天
津
条
約
の
締

結
に
至
る
過
程
を
簡
単
に
跡
付
け
て
お
り
、
本
書
を
利
用
す
る
研
究
者
に
と
つ

て
こ
れ
ま
た
大
変
便
利
で
、
有
用
な
も
の
と
な
つ
て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
、
本
書
は
以
上
述
べ
て
来
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
日
韓

関
係
史
の
研
究
を
志
す
も
の
は
勿
論
、
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
史
に
関

心
を
持
つ
も
の
は
必
ず
参
照
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
根
本
資
料
集
の
一
つ
で
あ
る

二
と
は
疑
い
な
い
。
文
書
の
蒐
集
、
編
纂
は
労
多
く
し
て
報
わ
れ
る
所
少
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
一
一
　
　
　
（
一
二
五
み
ハ
）

と
で
あ
る
が
．
学
問
の
発
展
の
た
め
に
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ

こ
に
先
人
の
業
績
を
越
え
て
前
進
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
．
こ
の
点
編
者
、

監
修
者
お
よ
び
資
料
の
発
掘
、
公
表
の
段
階
に
お
い
て
協
力
さ
れ
た
蔭
の
方
々

に
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
監
修
者
田
中
教
授
は
序
文
に
お
い
て

「
今
後
も
、
朝
鮮
の
開
国
か
ら
日
韓
合
併
に
至
る
ま
で
の
稀
少
資
料
を
次
ぎ
次

ぎ
に
刊
行
さ
れ
る
心
算
」
で
あ
る
と
い
つ
て
お
ら
れ
る
．
そ
の
過
程
に
は
多
く

の
困
難
と
非
常
な
努
力
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
外
交
史
学
界
、
国
史

学
界
、
東
洋
史
学
界
等
専
攻
分
野
を
問
わ
ず
協
力
を
惜
し
ま
ず
、
本
資
料
の
一

層
の
充
実
と
完
結
を
急
か
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。
（
巌
南
堂
発
行
四
九
〇
べ
ー

ジ
　
三
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
井
　
優
）


